
小規模多機能型居宅介護 「サービス評価」  総括表

法人 事業所

の特徴

地域 との繋が りを大切 に し、概ね3km以 内の力 よ り利用 して頂 いてお ります。

その方の生活パターンや習慣 ・家族状況に応 じ柔軟なサー ビス提供 を行 う事で、介護が

必要 になっても住″ 1貫 れた地域で暮 らしていける事 をお手伝 い しています。

法人名
社会福祉法人

長岡福祉協会
代表者 田宮 崇

事業所名 小規模多機能型居宅介護千手 管理者 廣川 丈人

出席者
市町村職 員 知 見を有するもの 地域住民 地域団体 利用者 利用者家族 近隣事業所 事業所職員 その他 合 計

2人 1人 2人 1人 1人 0人 3人 0人 10人

項 目 前 回の改善計 画 前回の改善計画に対する取組み・結果 意 見
「苓面の改善計画

A 事業所自己評価の確認

定期的に事業所自己評価の進捗状況

を確認する機会を持つ。

各項 目に対 し担当者 を設置 し、 日標

達成に向けて意識的な取 り組みを実施

する。

外部評価の項ヽ 目を1旦当制 に し、 日標

達成への意識を持てるように した。

外部評価全体 をまとめる職員の動 き

もあ り、年間を通 して「事業所のあ り

方」 についての意識 を持つ ことが出来

た。具体的な数値設定が出来なか った

部分が多かったので、準備期間を しっ

か りと持ち、事業所の水準をあげれる

ように努めたい。

全職 員が 目的意識 をもって評価 に取

り組 まれている姿、 日々の支援への努

力す る姿が見えます。

ひや りはっとの記録について目標値

を立てることは良 いので、実行 して欲

しい。

会議内で ヒヤ リハ ッ トの報告だけで

はな く、にや りはっとの報告 もあると

日々の関わ りが見えて くるか と感 じ

た。楽 しみに している。

事業所 自己評価 の各項 目を担当制 に

し、定期 的に評価 を行い、具体的な取

り組みや方向性 を決めてい く。

B 事業所のしつ りえ 環境

季節感のあるフロアの設えを作る。

セ ンターヘ来 られる方へ季節感、清

潔感、 日常の様子が分かるような設 え

になるように見直 しを行 う。

センター内外の環境美化への意識 に

気を付 けてきた。

今年度 は季節 に関す る装飾を手作 り

で配置す るような機会を設 けてきた。

また、季節感を感 じれる行事にも取 り

組むことが出来た。

新たにセンター内の既存の物を使用

しなが ら季節感のある設ぇを検討 して

い く。

臭気も無 く、清潔感のある環境だ と

思 います。

・季節 に合わせた装飾や、施設特有の

においもな く、 ,青潔感があると思 いま

す。

正面玄関に入 ってす ぐ左の部屋 に誰

もいな いので中に入 っても良 いのか迷

う重がある。玄関を入 った時に中で

チャイムが鳴るような ものがあるか。

フロアの壁 を使用 して季節 に応 じた

設えを行 う。

センターヘ入 りやすい環境、声を掛

|り やすい環境 を見直 し、整備する。

C 事業所 と地域のかかわ り

立て看板の設置、広報誌の配布、清

掃活動の継続を行 う。

サポー トセ ンター立て看板の設置 に

ついて日に留 まる工夫の検討、広報誌

の新たな配布箇所の検討を行 う。

セ ンターの役割 を伝 えられるように

立て看板 を設置 し情報発信 を行 ってき

た。 またセ ンター全体で地域 のニーズ

を調査 し、福祉拠点 として活用 して頂

けるように働 きかけを行 ってきた。

地域の求めているものが少 しずつ見

えてきているので、今後 はアンケー ト

で見えてきたものを形 として実現でき

る方法 を、地域の皆 さん と一緒に作 っ

い|り るよう働きかけを行う。

・努力 されている様子が伝わってきま

広 く地域 の方 にPRす る活動 として

「コミセ ン祭 り」 にブースを設 けるな

どはどうか。

センター全体として立て看板、広報

誌の作成・配布の継続を行う。

民生委員、 コミュニテ イセンター と

の連携 を図 り、地域 との関わ りを持 て

る機会 を年 10回程実′iLす る。

D 地域に出向いて本人の暮 りしを

支える取組み

地域包括支援セ ンター、民生委員の

方 と連絡を行い、各地域の情報共有を

イテう。

ンルバー支え隊に登録 されている店

舗等 を把握 し、必要な情報共有を図

る。

今年度は地域包括支援セ ンター地区

担当者様 と情報交換 を行 う機会が多

く、サー ビスに繋 ぐことが出来た。 ま

たンルバー支え隊についての活用方法

も助言頂 くことが出来た。今後は積極

的な繋が りを作れるように努めたい。

シルバーささえ隊の店舗 にサポー ト

センターの紹介をす ることも良いか と

思 います。

・まだ まだ感染症対策の課題 はある

が、カフェテラス、キ ッスルームの気

軽 に訪間できるよう再開が待たれ ま

す。町内や コミセ ンでのイベン トな ど

±1也域 の方々 と楽 しめる場 になると期待

している。

感染状況も考慮 し、季節 を感 じれる

よう近隣への外出や送迎時のコースを

調整 してい く。

地域 の行事 にも参加 し、 ご利用者 と

地域の繋が りを図る。

E 運営推進会議を活か した取組み

介護職員の運営推進会議への参加 を

調整 し、地域の方々 と顔を合わせ声を

聞 く機会を持つ。

運営推進会議 を対面での会議 を開催

す ることができ、様々な ご意見を頂 く

ことができた。 しっか りと取 り組みを

伝 えきれていない部分 もあったので、

普段か つの意見交換ができるような取

り組みを行えるように したい。

時間の配分で説明が足 りない部分 も

あったので、伝 え方についての工夫 も

検討が必要 と学べた。

・一般 の介護職員 さんが交代 で参加出

来れば、様々な立場か らの声が聞 けて

良 いと思 う。民生委員の顔 も知 っても

うえる機会 にもなる。

今年度か り委員 としての参加 し、実

際に施設 に入 ってご利用者の皆さんの

様子を見る事が出来て良 かった。

・会話のキャッチボールがで き、書面

での一方通行ではな く理解が深 まっ

た。

よ り分か りやす く説明 し意見を聴取

しやすいように会議 内で使用す る資料

を写真な どを交 え作成を工夫す る。

介護職員の参加も調整し、小規模と

地域の関わりに繋げる。

F.事業所の防災 災害対策

災害時に動けるようにセンターの避

難訓練に合わせ、センターを避難所と

してどう使用できるかを職員で確認を

イ子う。

サポートセンターの災害時の活用方法

を周知できるように立て看板、広報

誌、ポスターの作成を行い配布する。

今年度 は避難訓練 に地域 の方 より参

加 して頂 〈機会が作れた。実際の避難

誘導時の注意点な ども検討で きる機会

となった。段階を踏 んで様々な方|_災

害時の動 きを知 って頂 ける取 り組みを

行いたい。

サポー トセ ンターの近所に住んでい

る方 は、災害時に千手小学校 まで行 け

ないか ら、サポー トセ ンターに避難す

ると話 されて いる方 もいます。遠 くま

で避難できない方の受 り皿 としての避

難所 になると、地域の方 は安心 される

と思 tヽ ます。

・町内防災担当役員な どが避難訓練 な

どに参加 し、交流す るのも良 いのでは

ないか。

町内回覧の配布 は任せて くだ さい。

地域の方の避難訓練への参加 を調整

し、実際の避難時を想定 した動 きを実

施する。

地域の方の意見 を確認 し、避難方法

の見直 しに繋 げる。


